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いよいよ令和3年も残り1ヶ月になりました

去る11月19日の人権参観日には、保護者の皆様に多数ご来
校いただき、ありがとうございました。計画した頃と状況が
変わり、コロナウイルスの新規感染者が少ない毎日が続いて
いますが、間仕切りを取り払い換気を良くして、教室の子ど
も達の中に入って授業をご覧いただきました。
どの学年も「道徳」とりわけ「人権」を大切にする学習内

容に取り組んでいました。
左の写真は1年生ですが、緊張しながらも担任の先生のお

話を一生懸命聞いて考える姿から、成長をみてほしい、いい
ところを見てほしいという健気な気持ちが良く伝わってきました。誰よりも大好きなお家の方に、認
めてほめてほしいんですね。

コロナウイルスの一段落で、学校では少しずつ日常がもどってきつつあります。

11月17日には「朝のマラソン」がスタートしました。
11月4日には、６年生は卵の調理実習ができました。
11月16日のきらめきタイムに、ブックサポーターさん

から本を読んでいただいたり、10月28日のクラブ活動も
外部講師の皆さんに指導をお世話になっています。

しかし、子ども達には緩みなくマスクをつけたり、手洗
いや換気をしたりするように指導しています。
11月にお知らせしたように、家族が発熱や

体調不良の場合でも、お医者さんが登校を許
可されれば登校できることになりましたが、
寒くなって体調を崩して欠席する子が増えて
います。
楽しい冬休みを迎えられるように、みんな

で感染に気をつけたいと思います。早寝･早起
き・朝ご飯、ご協力をお願いします。

11月は「自分を表現しよう」が月目標でした。
朝、校門の前に立っていると、いつもの月より

少しあいさつの声が大きかったように思いました。
ご家庭ではいかがでしたか？

12月は「学校を美しくしよう」です。具体的には、「進んでゴミを拾おう」「すみずみまできれい
にしよう」です。
月目標は「学校を…」ですが、是非ご家庭でも自分の部屋だけでなく、家中の片付けや掃除をさせ

てください。世界の中でも「日本は子どもの担う家の仕事が少ない」と言われているそうです。将来、
自分が快適に生活するために、家のお仕事をさせていただけたらと思います。

◇ １２月の月目標 ◇

学校を美しくしよう



兵庫県では、「ひょうご安全の日」である1月17日を含む「減災月間(1月)」を中心とする時期に、
自治会等の地域住民と学校、関係機関・団体等が連携した防災訓練を実施しています。
今年度は、西紀南小学校で1月17日(月)２･３時間目に「ひょうご安全の日 地域のつどい」を開催

することになりました。「ひょうご安全の日宣言」を宣誓したり、防災グッズを県・西紀南まちづく
り協議会からいただいたり、さらにEARTH隊員からのお話やクイズ、地震体験車や水消火器訓練、
警察や自衛隊の車両見学など、盛りだくさんの体験学習をする予定です。

1２月～1月はじめの 主な行事の予定
12月 1日(水) 登校指導

2日(木) クラブ活動 20日(月) 朝会
6日(月) 市あいさつ週間スタート 21日(火) 市あいさつ運動

育成会あいさつ運動、朝会 23日(木) 給食最終日、校外児童会、
がんばりタイム、自主学習週間 大そうじ、下校14:25

7日(火) マラソン記録会 雨天順延 24日(金) 2学期終業式、下校11:30、
13日(月) 朝会、がんばりタイム 下校指導
14日(火) きらめきタイム
15日(水) 登校指導、自主学習交流 １月 7日(金) 3学期始業式、下校11:30、
16日(木) 5年ブックトーク 11日(火) 給食開始、下校13:30、
17日(金) 委員会活動、SC来校日 13日(木) 書き初め大会

17日(月) 「ひょうご安全の日
丹波地域のつどい」

みなみん生活週間、がんばりタイム

＊卒業式は3月23日、修了式は3月24日です。

感染状況により変更があります。ご了承ください。

2学期の生活アンケートの結果をお知らせします

「いじめ」はどこにでもあり、ほんの些細なことから予期せぬ方向に推移
し、命に関わる重大な事態に至ることもあります。そのため、初期の段階や
１回限りであっても、学校が組織として把握し、見守り、必要に応じて指導
し、家庭と連携しながら解決につなげることが重要です。
西紀南小学校では1学期に続いて、10月末から11月に、児童対象に「いじ

め(学校生活)アンケート」と「みなみん相談週間」、保護者対象に「生活アン
ケート」を実施しました。その結果と対策の概要をお知らせします。

【児 童】
「いじめられたことがある」と答えた子が低学年で２名、高学年で１名いました。早速聴き取りをした

ところ、した側は軽い気持ちであっても、された側は強く言われたと感じ、嫌な思いになる事が重なって
いたことがわかりました。これからも担任をはじめ教師が連携を取り、子ども達のくらしをていねいに見
取りながら、その場その場で相手を思いやる言葉や行動を考えさせる指導を積み重ねます。さらに学級で
問題が起こったときに、学級活動等で話し合いの場を設けて、子ども達自身が考え・解決に向かう力も育
てたいと考えます。
「いじめられている人を見たことがある」と答えた子が、低学年に1人いました。人権朝会や道徳の授

業で、いじめられている人を見聞きした時の対処法を、低学年から考えさせ、実践していけるようにする
と共に、すぐに教師や周囲の大人など、誰かに相談できる関係づくり・クラスづくりをしていきます。

【保護者】
「学校はいじめに対処する方法を教えていると思いますか」に対し「わからない」と回答されたご家庭

が約３割ありました。また、「いじめについて話したことがない」ご家庭も約２割ありました。「学級通信」
や「人権だより」等で子ども達と考えたことや子ども達のふり返りを載せ、子ども達の学びや考えを具体
的に伝えるようにします。また学級担任は、些細な事、悪い事ばかりではなく良い事でも、保護者の皆様
と出会うチャンス等に伝えていきます。このような形でお伝えした学校の様子をもとに、ご家庭でも是非
それをご活用いただき、お子さんのくらしや困りごとがないか、いじめについても話題にしていただけた
らと思います。
ネットやゲーム機の普及など社会の変化で子どものトラブルが見えにくくなりました。学校は、ご家庭

とのコミュニケーションを大切にし、子ども達の授業外の時間の様子やちょっとした変化にも気づく目を
持って臨んでいきます。気になることがありましたら、お気軽にご相談・情報提供をお願いします。


